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格
化
し
て
き
た
。
今
年
の

春
闘
は
政
府
主
導
の
下
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
が
各

企
業
に
要
請
さ
れ
て
お

り
、
労
働
者
の
賃
上
げ
に

ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る
の

か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る

■
政
府
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

要
請
に
こ
た
え
、
ト
ヨ
タ

や
日
産
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

大
企
業
は
相
次
い
で
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
実
施
。
し
か

し
、
一
部
を
除
き
、
大
企

業
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
消

費
税
増
税
分
の
三
パ
ー
セ

ン
ト
分
を
カ
バ
ー
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
■
中
小

企
業
は
依
然
と
し
て
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
見
送
る
企
業

が
相
次
ぎ
、
労
働
者
の
賃

上
げ
は
社
会
全
体
へ
の
波

及
と
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
■
今
年
の
春
闘
は
消
費

税
増
税
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
等
々
で
賃
上
げ
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
同
時
に
ど
こ
ま
で
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
労
働
組
合
の
力
量
が

問
わ
れ
る
春
闘
で
も
あ
る

■
関
東
バ
ス
が
賃
上
げ
交

渉
で
妥
結
に
至
ら
ず
、
ス

ト
ラ
イ
キ
に
ふ
み
き
っ

た
。
公
共
交
通
機
関
の
ス

ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
は
、

住
民
へ
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
あ
る
が
、

要
求
へ
の
想
い
も
感
じ
取

れ
る
■
労
働
組
合
の
必
要

性
を
問
う
声
が
出
て
来
て

い
る
中
、
労
組
員
の
声
を

代
弁
し
、
要
求
・
交
渉
す

る
こ
と
は
対
経
営
者
ば
か

り
で
な
く
、
対
労
組
員
と

い
う
面
で
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
。

 

（
Ｋ
）

札
幌
で

は
雪
解

け
が
進

み
、
春

闘
も
本

女性のつどい
日時：2014年４月26日㈯

会場：北海道建設会館

た
が
、
新
し
い
職
場
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

会
社
に
労
災
発
症

の
責
任
を
認
め
さ

せ
る
た
め
に

　
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
某

店
に
勤
務
し
て
い
た
Ｂ
さ

ん
は
、
長
時
間
・
過
重
労

働
で
う
つ
病
を
発
症
し
て

一
昨
年
に
労
災
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
、
Ｂ
さ

ん
は
道
農
協
労
連
に
個
人

加
入
し
て
発
症
の
原
因
究

明
と
補
償
、
職
場
復
帰
な

ど
を
求
め
て
団
体
交
渉
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
さ
ん
は
職
場
の
人
員

減
の
中
で
二
週
間
を
超
え

る
連
続
勤
務
や
月
一
〇
〇

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
が
続
き
、
う
つ
病
を
発

症
し
ま
し
た
。
主
治
医
か

ら
の
休
養
加
療
の
診
断
書

を
提
出
し
た
後
も
勤
務
を

強
い
ら
れ
る
な
ど
し
て
病

状
が
悪
化
し
ま
し
た
が
、

会
社
側
は
「
本
人
が
働
く

と
言
っ
て
働
い
た
」
と
Ｂ

さ
ん
に
責
任
転
嫁
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
Ｂ
さ
ん
は

三
月
二
十
六
日
に
九
村
信

吾
書
記
長
と
代
理
人
弁
護

士
と
で
北
海
道
労
働
局
へ

相
談
に
行
き
、
会
社
の
責

任
を
追
及
す
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

業
成
績
が
悪
い
。
反
省
の

姿
勢
が
見
え
な
い
」「
会

社
の
指
示
に
従
わ
な
い
」

な
ど
を
理
由
に
退
職
強
要

が
あ
り
、
会
社
は
二
月

二
十
四
日
に
一
方
的
に
解

雇
通
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
顧
問
弁

護
士
の
助
言
も
得
な
が
ら

「
解
雇
撤
回
」「
給
与
か

ら
私
用
購
入
物
の
返
済
金

を
一
方
的
に
差
し
引
か
な

い
こ
と
」
等
を
盛
り
込
ん

だ
要
求
書
を
提
出
。
団
体

交
渉
で
会
社
側
は
「
指
導

に
従
わ
な
か
っ
た
」「
本

来
は
懲
戒
解
雇
が
相
当
」

「
債
務
返
済
を
再
三
に
わ

た
っ
て
お
願
い
し
て
い

た
」
と
し
ま
し
た
が
、
会

社
の
主
張
す
る
解
雇
事
由

は
い
ず
れ
も
法
的
に
容
認

で
き
ず
、
一
方
的
に
給
与

か
ら
差
し
引
く
こ
と
は
労

働
基
準
法
の
「
給
与
の
全

額
払
い
原
則
」
に
反
す
る

と
指
摘
し
て
話
し
合
い
を

重
ね
ま
し
た
。

　
交
渉
の
結
果
、
三
月

二
十
六
日
に
「
解
雇
事
由

を
取
り
消
し
、
会
社
都
合

に
よ
る
退
職
と
す
る
」

「
一
方
的
に
給
与
か
ら
返

済
金
を
差
し
引
か
な
い
」

等
の
内
容
で
合
意
に
至

り
、
Ａ
さ
ん
は
「
一
方
的

に
解
雇
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
が
、
労
働
組
合
に
入

っ
て
交
渉
し
た
こ
と
で
言

い
た
い
こ
と
が
言
え
た
。

退
職
す
る
こ
と
に
は
な
っ

体
交
渉
で
撤
回
さ
せ
ま
し

た
。

　
Ａ
さ
ん
は
低
賃
金
と
長

時
間
労
働
、
一
方
的
な
労

働
条
件
変
更
な
ど
に
危
機

感
を
覚
え
、
単
組
組
合
員

か
ら
紹
介
さ
れ
道
農
協
労

連
へ
個
人
加
入
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
一
月
、「
営

違
法
な
給
与
天
引

き
を
認
め
ず
撤
回

さ
せ
る

　
某
農
協
関
連
会
社
勤
務

の
Ａ
さ
ん
は
、
会
社
か
ら

の
解
雇
通
知
と
返
済
金
の

一
方
的
な
給
与
天
引
き
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
団

　
道
北
な
よ
ろ
農
協
職
組

（
藤
原
雄
一
委
員
長
）
は

新
人
事
管
理
制
度
の
本
実

施
に
対
し
、
延
期
を
要
求

し
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
制
度
導
入

に
つ
い
て
交
渉
を
続
け
、

職
組
は
制
度
案
の
問
題
点

を
指
摘
し
、
移
行
後
の
モ

デ
ル
給
与
の
引
き
上
げ
な

ど
一
部
改
善
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
昨
年
四
月
か
ら
人

事
考
課
・
面
接
制
度
を
試

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
に
な
っ
て
も
職
組
員
や

管
理
職
か
ら
は
「
準
備
不

足
で
は
」
と
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。
職
組
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

実
施
に
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
声
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
農
協
側
は

今
年
四
月
か
ら
の
本
実
施

と
新
給
与
表
を
職
組
に
提

案
。
職
組
は
三
月
十
九
日

の
全
体
集
会
で
「
準
備
不

足
の
た
め
制
度
実
施
の
延

期
」
を
求
め
る
こ
と
を
圧

倒
的
多
数
の
賛
成
で
決
定

し
、
要
求
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
三
月
二
十
六
日
現
在
、

農
協
に
よ
る
実
施
強
行
も

予
想
さ
れ
る
中
、
職
組
で

は
道
農
協
労
連
と
連
携
し

な
が
ら
、
北
海
道
労
働
委

員
会
へ
の
不
当
労
働
行
為

申
し
立
て
な
ど
を
想
定
し

交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
人
事
延
期
求
め
奮
闘

個
人
加
入
で
解
決
目
指
す

　
道
農
協
労
連
に
は
未
加
入
農
協
や
関
連
会
社

で
働
く
五
名
の
個
人
加
入
組
合
員
が
い
ま
す
。

単
組
組
合
員
と
同
様
に
、
農
業
を
守
る
運
動
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
自
ら
の
雇
用
や
権
利
を
守

る
た
め
に
会
社
と
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女性のつどい
開催します

道
北
な
よ
ろ

退
職
強
要
・
労
働
災
害

要求日 要　　　　求 回答日 回　　　　答

今 金 ３月14日 ①ベースアップ1000円以上　
②住宅手当20000円以上

３月21日
妥結

①定期昇給のみ
②住宅手当500円アップ

北 石 狩 ３月18日 ①年齢給一律1000円アップ②農機車両課の日直廃止
または期間短縮

新 篠 津 12月27日 ①定期昇給2.5％ ( 年齢給一律1000円アップ含む )
②55歳以上の定時給与減額時期を誕生日月から３月
末へ
③土曜通年閉所もしくは冬期間 (11月～３月 )閉所
④女子制服の更新
⑤合併協議の進捗状況を明らかに　他12項目

２月10日 ①昇給率は事業収支予算において検討
②現行どおり
③組合員の理解、部門毎の繁忙期の違いなどが懸念
され、今後の課題
④平成26年度に更新する
⑤地域のためにならないのであれば合併しない。健
全経営の継続が第一　他

た き か わ ３月14日 ①年齢給2000円アップ

きたみらい ３月13日 ①年齢給一律7000円の引き上げ。できない場合、全
労組員が納得する理由を明確に回答すること
②年齢給表の改定及び年齢給表における51歳以降の
昇給について、次期中期経営計画ではどのように検
討されたのか詳細を回答すること。できない場合、
全労組員が納得する理由を明確に回答すること
③36協定内容を超える時間外・休日労働の実態に対
し、どのような改善を図ったのか説明すること。ま
た、管理職に対しどのような指導及び周知を行った
のか明確に説明すること
④各部門やグループ、課内における職員教育の充実
を図るとともに、円滑業務体制を講ずること

2014春闘とりくみ

回答・支給 前年実績 回答・支給 前年実績

今 金 0.1 ヶ月 0.3 ヶ月 東 川 係職0.5 ヶ月 0.3 ヶ月

鵡 川 0.7 ヶ月 0.7 ヶ月 美 瑛 0.9＋0.3 ヶ月 1.0+0.5 ヶ月

嘱託4万円 嘱託4万円 道北なよろ 0.5 ヶ月 0.4 ヶ月

北 石 狩 0.3 ヶ月 +3万円 0.2 ヶ月 は ま な す 0.5 ヶ月 0.25 ヶ月

臨時3万円 きたみらい 1.0 ヶ月 1.2 ヶ月

新 篠 津 0.8 ヶ月基準 平均0.5 ヶ月 準職員1万円

道 央 0.3 ヶ月 美 幌 0.55 ヶ月

準職員6万円 小 清 水 0.3 ヶ月 0.4 ヶ月

夕 張 20万円＋考課 芽 室 1.1 ヶ月 平均1.1 ヶ月

苫 前 1.3 ヶ月 1.4 ヶ月 札 内 0.6 ヶ月 0.4 ヶ月

猿 払 0.5 ヶ月 0.5 ヶ月 中 札 内 0.7 ヶ月 0.6 ヶ月

準職員0.5 ヶ月 準職員0.5 ヶ月

宗 谷 南 課長以下6万円

準職員5.5万円

2013年度期末・決算手当
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